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【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
格
安
料

金
プ
ラ
ン
発
表
（
３
日
）。

「
20
ギ
ガ
で
２
９
８
０
円

の
『
ア
ハ
モ
』
と
い
う
新

プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
」「
政

府
の
要
請
に
従
っ
た
も
の

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

連
合
が
21
春
闘
の
ベ
ア

要
求
２
％
を
決
定
（
１

日
）。「
20
年
春
闘
と
同
じ

水
準
だ
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
で
業
績
が
悪

化
し
て
い
る
企
業
は
多
い

が
、
賃
金
水
準
の
底
上
げ

は
必
要
だ
」「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
下

が
っ
て
い
る
が
、
大
企
業

インピーダンス・ホームページの
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核
保
有
国
は
禁
止
条
約
参
加
を

    

世
界
の
科
学
者
呼
び
か
け

　

核
兵
器
保
有
国
を
含
む

世
界
の
科
学
者
35
人
が
オ

ン
ラ
イ
ン
記
者
会
見
を
行

い
、
核
兵
器
保
有
国
の
指

導
者
に
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
参
加
を
求
め
る
世
界

科
学
者
ア
ピ
ー
ル
を
発
表

し
ま
し
た
（
９
日
）。

　

ア
ピ
ー
ル
は
「
気
候
と

核
の
大
惨
事
」
が
「
人
類

を
脅
か
す
二
つ
の
危
険
」

だ
と
し
、
と
く
に
核
兵
器

の
大
惨
事
は
誤
報
や
事
故

で
突
発
的
に
起
こ
り
得
る

と
警
告
。
米
国
、
ロ
シ
ア
、

中
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
核

軍
拡
競
争
を
再
燃
さ
せ
て

い
る
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
気
候
変
動
へ
の
対

応
に
必
要
な
膨
大
な
金
銭

的
、
産
業
的
、
科
学
的
資

産
が
、
と
り
わ
け
核
軍
拡

　

日
本
学
術
会
議
の
梶
田

会
長
は
国
際
学
術
会
議
の

会
長
か
ら
届
い
た
書
簡
を

公
表
し
ま
し
た
。

　

書
簡
は
、
日
本
に
お
け

る
最
高
の
独
立
し
た
学
術

機
関
の
推
薦
が
菅
内
閣
総

理
大
臣
に
認
め
ら
れ
な

学
術
会
議
任
命
拒
否

学
問
の
自
由
に
与
え
る
影
響
は

き
わ
め
て
深
刻

     

　
　 

国
際
学
術
会
議
が
書
簡

か
っ
た
こ
と
に
懸
念
を
表

明
。
菅
首
相
の
決
定
に
つ

い
て
「
透
明
性
を
欠
い
て

い
る
」
と
し
、「
日
本
に
お

け
る
学
問
の
自
由
に
与
え

る
影
響
を
き
わ
め
て
深
刻

に
と
ら
え
て
」
い
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
最
も
重
要
な
こ

と
」
と
し
て
、
学
術
に
関

わ
る
諸
決
定
が
「
政
治
的

な
統
制
や
圧
力
の
対
象
と

な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

述
べ
、「
世
界
の
学
術
を
代

表
す
る
も
の
」と
し
て
、日

本
学
術
会
議
へ
の
支
援
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

（
注
）国
際
学
術
会
議
は
40

の
国
際
的
な
学
術
団
体
と
、

１
４
０
以
上
の
国
や
地
域

を
代
表
す
る
学
術
団
体
が

加
盟
す
る
組
織

競
争
や
宇
宙
の
軍
事
化
に

支
出
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
指
摘
。「
私
た
ち
科
学

者
は
、
未
来
へ
の
責
任
を

自
覚
し
、
す
べ
て
の
核
兵

器
保
有
国
な
ら
び
に
核
兵

器
受
け
入
れ
国
に
核
兵
器

禁
止
条
約
を
批
准
し
、
気

候
変
動
と
の
た
た
か
い
に

資
産
を
向
け
る
よ
う
に
呼

び
か
け
る
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
か
ら
は
、
稲
垣
知

宏
氏
（
日
本
パ
グ
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
会
議
代
表
、
広
島
大

学
教
授
）
や
栗
田
禎
子
氏

（
日
本
学
術
会
議
会
員
、千

葉
大
学
教
授
）、沢
田
昭
二

氏（
原
水
協
代
表
理
事
、名

古
屋
大
学
名
誉
教
授
）
な

ど
７
名
が
呼
び
か
け
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

は
儲
か
っ
て
い
る
」「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
労
組
も
生
活
実
態
に
も

と
づ
い
た
ベ
ア
要
求
を
掲

げ
、
満
額
獲
得
を
会
社
に

迫
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
３
日
、全
国
の
重
症
者
数

が
４
９
７
人
と
過
去
最
多

を
更
新
し
た
」「
３
日
、東

京
都
で
は
新
た
な
感
染
者

が
５
３
３
人
。
65
歳
以
上

は
89
人
と
過
去
最
多
だ
っ

た
」「
都
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

会
議
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

ウ
イ
ル
ス
の
治
療
で
通
常

医
療
の
現
場
が
圧
迫
さ
れ

て
い
る
と
強
い
危
機
感
を

示
し
た
」「
日
本
医
師
会
の

中
川
会
長
も
癌
や
心
臓
疾

患
な
ど
の
医
療
体
制
が
崩

れ
始
め
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
師
走
が
正
念
場
と

感
染
予
防
の
徹
底
を
呼
び

か
け
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｇ
o 

Ｔ
o 

ト
ラ
ベ
ル

の
見
直
し
。「
小
池
都
知
事

が
菅
首
相
と
会
談
し
、
都

内
発
着
の
Ｇ
o 

Ｔ
o
で

高
齢
者
と
基
礎
疾
患
の
あ

る
人
を
対
象
に
17
日
ま
で

自
粛
を
呼
び
か
け
た
」「
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
。
拍

子
抜
け
だ
」「
３
日
、大
阪

府
は
大
阪
モ
デ
ル
で
赤
信

号
を
点
灯
し
て
医
療
崩
壊

の
危
機
を
呼
び
か
け
た
」

「
府
民
に
対
し
て
、15
日
ま

で
、
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
を
呼
び
か
け
た
」

術
相
が
学
術
会
議
を
国
の

機
関
か
ら
切
り
離
す
と
の

検
討
を
梶
田
会
長
に
求
め

た
が
ひ
ど
い
話
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

桜
を
見
る
会
疑
惑
。「
東

京
地
検
が
安
倍
前
首
相
の

公
設
秘
書
を
政
治
資
金
規

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
著
作

「
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
」
初
版

　 

意
外
と
読
ま
れ
て
い
た

   

　
　
　 

科
学
技
術
史
誌

  

　
　
　
　 

『
ア
ナ
ル
ズ
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス
』

  

ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の
体

系
を
ニ
ュ
ー
ト
ン
自
身
が

書
き
表
し
た
「
自
然
哲
学

の
数
学
的
諸
原
理
（
プ
リ

ン
キ
ピ
ア
）」
の
初
版
が

１
６
８
７
年
に
発
行
さ
れ
、

１
９
５
３
年
の
調
査
で
は

１
８
７
冊
の
コ
ピ
ー
が
世

界
各
地
に
存
在
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工

科
大
学
の
歴
史
学
者
の
研

究
チ
ー
ム
は
、
10
年
以
上

に
わ
た
っ
て
初
版
の
追
跡

を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
チ
ェ
コ
な
ど
の
未
調

査
の
国
の
分
が
加
わ
り
、

今
回
３
８
６
冊
の
コ
ピ
ー

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

学術会議問題での
第２回全国・東京革新懇合同宣伝

日時：12 月 11 日（金）12：00 ～ 13：00 
場所：新宿駅西口
      横断幕・プラスター、ビラ、署名用紙を準備します。

主催：全国革新懇・東京革新懇

情報漏えい・紛失

  人口の７割分も

　

顧
客
の
個
人
情
報
が
盗

ま
れ
る
被
害
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
企
業
側
の
責
任

に
よ
る
事
故
も
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に

よ
る
と
、
同
社
が
調
査
を

開
始
し
た
12
年
か
ら
19
年

の
累
計
で
は
３
７
２
社
、

６
８
５
件
（
図
）
で
、
漏

え
い
・
紛
失
し
た
個
人
情

報
は
、
２
０
１
９
年
だ
け

で
９
０
３
万
１
７
３
４
人

正
法
違
反
の
疑
い
で
立
件

す
る
方
針
を
固
め
た
」「
秘

書
は
開
催
費
用
の
一
部
補

填
を
認
め
て
い
る
」「
東
京

地
検
が
安
倍
氏
に
国
会
閉

会
後
の
任
意
の
事
情
聴
取

を
要
請
し
た
」

分
、
累
計
で
８
８
８
９
万

人
分
に
達
し
ま
す
。
約

３
７
０
０
社
の
上
場
企
業

数
の
約
１
割
が
個
人
情
報

の
漏
え
い
事
故
を
起
こ
し
、

人
口
の
約
７
割
分
が
被
害

に
あ
っ
た
計
算
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、

情
報
保
護
の
体
制
強
化
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
落
と
し
穴
①

  
月
収
、
労
働
時
間
の
格
差
拡
大

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
テ

レ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
人
と

で
き
な
い
人
の
間
で
、
格

差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
の
調
査
に
よ
る
と
、

在
宅
勤
務
の
実
施
率
は
、

年
収
１
０
０
０
万
円
以
上

の
労
働
者
は
、
年
収

２
０
０
万
円
未
満
の
労
働

者
と
比
べ
、
４
割
強
高
く
、

ま
た
、
従
業
員
１
０
０
０

人
以
上
の
企
業
は
、
30
人

未
満
の
企
業
よ
り
も
２
割

多
く
、
収
入
や
企
業
規
模

に
よ
り
在
宅
勤
務
可
能
性

に
格
差
が
存
在
す
る
こ
と

を
示
唆
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

報
告
書
は
、
在
宅
勤
務

し
た
労
働
者
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
収
入
や
労
働
時

間
の
減
少
幅
が
小
さ
い
傾

向
に
あ
っ
た
と
分
析
。
対

照
的
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
や

感
染
症
対
策
に
と
ど
ま
ら

な
い
恒
常
的
な
働
き
方
に

し
よ
う
と
、
推
進
の
旗
を

振
り
ま
す
が
、低
収
入
、小

規
模
企
業
の
労
働
者
ほ
ど

在
宅
勤
務
が
で
き
ず
、
労

働
時
間
の
減
少
と
、
収
入

の
低
下
に
直
面
し
て
い
ま

す
。

派
遣
社
員
に
加
え
、飲
食
・

宿
泊
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
、
月
収
と
労
働
時
間

が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま

し
た
。

　

政
府
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を

　
　

×　
　
　
　

×

　

菅
首
相
の
学
術
会
議
会

員
の
任
命
拒
否
問
題
。「
２

日
、
人
文
・
社
会
科
学
の

３
１
０
の
学
会
が
６
人
の

任
命
拒
否
撤
回
を
政
府
に

求
め
る
英
文
の
共
同
声
明

を
連
名
で
世
界
に
発
信
し

た
」「
１
日
、井
上
科
学
技


